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【目的 】近年 、 土壌環境 にお い て ア ン モ ニ ア 酸 化性 ア
ー

キア（AOA ）の 存在が明らかになっ て きたが、未耕地 II：壌 で ある

森林 土壌環境 に おける AOA に つ い て の 知 見は 少ない 。そ こで 本研究で は森林土壌に お ける硝化機構の 解明を 目的

とし、深度別 による AOA とア ン モ ニ ア酸化性 バ クテ リア（AOB ）の 分布、群集構造お よび ア ンモ ニ ア酸化能に つ い て調

べ た。【方法 12008年 3 月 か ら2009 年 1 月 に、日本大学湘南演習林士壌よりコ ア サ ン プ ラ
ー

を用 い て長さ約 30cm の

柱状土壌を採取 し、表層か ら 5 。m ずつ 、4 っ に分害II、目開き2  の ふ るい に かけ 、 各層 の 試料とした 。 土壌識 か ら

DNA を抽 出後、ア ン モ ニ ア モ ノオキゲナ
ーゼ a サブユ ニ ッ ト（amoA ）遣伝 子を標的とした リア ル タイム PCR による am 　oA

遺伝 子 の 定量、およびクU 一
ン 解析 による群集構 造解析を行 っ た n 土壌 中の 硝 酸濃度はイオ ン クロ マ トグラフ で 、ア ン

モ ニ ウム 濃 度 は 比 色法 に より測 定 した。ま た 、マ イクロ コ ズ ム 法 に よる 上壌 培養実験を 行 っ た。【結果と考察】AOA の

amoA 遺伝子量は 土壌深度に よる違い は ほ とん ど認められず、湿土壌 1g 当 り約 108コ ピー
で あっ たが 、

　AOB の am ・oA

遣伝 子 量 は 表層 O−− 5cm に お い て 約 IO6コ ピー、下層 に なる に 伴 い 減少 した。硝酸濃度も表層 が最も高く、下層 に なる

に伴 い 減少 した 。 AOA につ い て は ：ヒ壌性クラス タ
ー

と海洋性クラス タ
ー

に属 する amoA 遺伝子 が 、AOB にっ い ては

Nitrosospira　fiに 属す る amoA 遺 伝子 が 検 出 され た。土 壌培養実験 の 結果 、硝酸 の 生成 とともに AOB の 増加 は 認 め ら

れたが、AOA は減少 した。こ れ らの結果よ り、本学演習林土壌で は AOA の 方が量的には優位で あるが 、 AOB の 方 が

硝化に関与 して い る と判 断され た。
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【目的】様 々 な土壌環境に お い て 、ア ン モ ニ ア酸化性ア
ー

キ ア（AOA ）は ア ン モ ニ ア酸化性 バ クテ リア（AOB ）に 比 べ て存

在量 が同程度もしくは多い ことが明らか となっ て きて い る。 しか しな が ら、水 田 土壌 中の AOA とAOB の 季節的な遷移を

調 べ た研 究は少なく、イネの 生育に伴う AOA と AOB 存在量の 変動に つ い て は ほ とん ど明らか にされ て い ない 。そこ

で 、水 田土壌中の AOA とAOB 存在量 の 季節的遷移の 解明に 加 え 、NH4
＋

、NO3濃 度を測定し、季節変動に伴うそれ

ぞれ の 挙動を明らかにした。【方法 1日本 大学生 物資源 科学部生 物環境科 学研 究 セ ン タ
ー

の 水 田 より土壌を採取し

た ， 得 られ た DNA 溶液を用 い て 、
ア ン モ ニ ア モ ノオ キ シ ゲナ

ーゼ α サブ ユ ニ ッ ト（apnoA ）遺 伝子を標的としたクロ ーン 解

析お よ び 定量解析を行 っ た。加 え て、土壌中の 温度、NH4
＋

、　NO3 濃 度を測定した。水 田土壌を用 い た 培養実験 によ

り、ア ン モ ニ ア酸化活性を調 べ た。【結果と考察】本研究期間 に お い て AOA の amoA 遺伝子量は AOB よりも高かっ た。

また、AOA とAOB の amoA 　L9伝子量は春期（2008年 4〜5月）に増加傾 向を示したが、湛水後に著しく減少 した。湛水

中 と落水 中ともに、AOA と AOB の amoA 遺伝子 量 は 異なる遷移を示 した。土壌 申の NH4
＋
濃度 は 田植 え後に増加 し

た。さらに、落水中 の 土壌 NO3
’
濃度とAOA の amoA 遺伝子量 の 問に は 正 の相関が認められ た（r ＝O．390）。
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